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要旨

本研究は,複数主体間で情報の受け渡しが行われる,間接事務作業の分析及び改善

方法関する新しい手法を提案する｡間接事務作業は,その作業内容の多様性と属人性

から分析や攻撃が大変難しい｡そのため,情報システムなどのツール導入による手段

先行型の改善が主体となっている｡本研究では,手段先行型ではなく,業務の目的を

より良く実現するために望ましい手段を検討する｢目的指向型｣による改善手法とし

て,間接事務作業の業務分析及び改善フレームワークを提案する.本フレームワーク

では,間接事務作業の｢始めの状態｣と｢終わりの状態｣に着目し,その情報項目の

変遷を表記できる｢情報項目変化表｣という図表を使って,業務の問題点や改善案を

検討する具体的手法を提示する.提案したフレームワークの有効性を証明するため,

道路工事情報の提供業務のケースに分析手法を適用して得られる成果を示すo

Abstract

This paper proposes a method for analyzing and improving objective work,

from the viewpoint of Information Items, and a method to design the slimmest

operation which is comprised solely of value adding work steps. The paper

investigates the indirect cleriCalwork which incorporates transactions and

flows of information among multiple operating entities. The paper pays

attention to the initial state and final state of the objective work, and focuses

on the information items, The paper proposes the "Transformation chart of

information item了　which shows how the information items are changed
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tbrougb the interaction among work subjects. In order to prove the

effectiveness of this framework, the paper analy名eS the information providing

service of the road repalrlng.

1.問題意識と研究の目的

本研究の対象とする業務は,複数の主体間で情報がやりとりされながら仕事が進行

する間接部門の事務作業である｡複雑で属人的な性質を持つ間接事務作業において,

システム導入前に十分な分析を行わないまま,情報システムの導入を先行させると,

実態を反映しない新業務プロセスとなる｡情報システムにのらない例外処理が多発し,

かえって業務効率が低下する結果に陥る.近年主流となっているパッケージソフトを

ベースにした情報システム開発においても,不十分な業務分析が原因で,情報システ

ムに無理矢理合わせた業務設計が行われている｡こうした手段先行型の改善･改革手

法が,多くの企業での間接事務部門の効率化を阻害している｡

間接事務作業の効率化を進めるためには,情報システム導入前の業務改善が大変重

要だが,これまでの業務分析手法の多くは,現行の業務分析(As-Isモデル)と,節

業務設計(To-Beモデル)とがバラバラに展開されており,その連携が十分とは言い

難く,分析結果をシンプルな新業務設計に結びつけることは困難である｡このため,

昔ながらの設計者の漆験と勘に頼った業務設計になりがちで,他社のビジネスモデル

のモノマネの横行や,情報システムなどのツール先行型の業務改善へとつながってい

る｡

本研究では,こうした問題意識から,間接軍務作業において,手段先行型ではなく,

目的指向型での改善手法を提示し,それを具体的に進める業務分析及び改善フレーム

ワークを提案する.

2,本研究のフレームワーク

本研究では,従来の間接事務作業分析･改善手法の問題を解決した間接事務作業の

分析･改善の新しいフレームワークを提案し,その検討ツールとして, ｢情報項目変

化衰｣という図表を提案するo　さらに,提案したフレームワークの有効性を検証する

ため,ある行政機関が実施している道路工事情報提供業務の分析を行う｡

本研究の基礎となるフレームワークは, ｢基本変換｣ (中村1992)であるQ基本変

換は付加価億を付ける変化を意味する｡仕事の基本変換では,仕事のプロセスにおい

て,状態が安定した時間軸上で区切り,始めの状態と終わりの状態を設定する｡次に,

仕事の始めの状態(-素材)と終わりの状態(-製品)との違い(差異)を見つけ,
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その必要最小限の変化(基本変換)のみで構成される作業とは何か,を考える(中村

1992 pp90-91)｡そして基本変換以外は全てムダとして捉え,基本変換のみで構成

されるスリムな仕事を設計しようとする｡これにより,現行の仕事のやり方や手段に

制約されることなく,抜本的な作業改善ができるとされる｡ (図表1)

しかしこの基本変換の考え方は,物質的な"もの"を対象とする加工･組立等の直

接作業を主な対象として発展してきたため,間接事務作業への適用には限界がある｡

第-に,間接事務作業はその内容が複雑,多岐に渡り,外部から客観的に観察,餐

解することが難しく,分析は作業者への聴き取りが中心となる｡このため具体的な作

業内容に踏み込んだ分析,表記が必要となり,それが新業務設計に静琴を与え,現行

の延長上のアイデアに偏りがちとなる｡

第二に間接事務作業の業務の本質は情報の加工や伝達にあるが,事務作業の全てが

帳票などによって可視化されるとは限らない｡帳票に至らないメモ尊書,作業者の記

憶なども可視北しなくては,入手による例外処理をなくすことはできない｡間接事務

作業の分析では,始めの｢もの｣と終わりの｢もの｣とを比較するだけでは十分な改

善案を作成することは難しく,基本変換とは異なるアプローチが必要となるo

必要不可欠な変化

琶i
始めの区切り

終わりの状態で
の必要な物と情
報項目を生み出
すための物(秦
材)

製品と素材の差に
相当する変化 ＼

終わりの区切り

真に必要な物
(製品)

現状の変化のステップ

必要な変化と
排除可能な変化
(問題点)

図表1 :始めと終わりの区切りに着目したフレームワーク

そこで本研究では,間接事務作業の分析に適合した新しい概念として｢基本機能｣

という考え方を提案する｡基本機能とは｢製品を生み出すために最小限必要な機能｣

と定義される｡機能とは仕事が果たす役割であり,機能が果たせるのであればそれを
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実現するための具体的システムは数多く存在するはずである(藤田1979 p347)｡し

かし,基本変換の考え方では,現在の仕事のやり方の分析が出発点となるため,設計

者が機能を実現する具体的システムを限定してしまうおそれがある｡また,基本変換

では仕事のプロセスを時間軸で区切り,製品と素材を最初から特定してしまう｡この

ため,製品と素材が前提条件となって,新しい業務の仕組みを考えることを阻害して

しまう｡

これに対して基本機能の考え方では,終わりの状態である｢製品｣が生み出される

ために必要となる機能を設計し,次にそのために必要となる素材や変化を決定してい

く｡基本変換が｢始めの状態(素材)と終わりの状態(製品)の必要最小限の差異｣

として認識されるのに対して,基本機能は製品を生み出すために必要最小限の機能で

あり,素材は最初から規定される訳ではない｡基本機能を検討する過程では,始め鈴

状態である素材も見直される｡基本機能の考え方は時間軸による制約を受けない｡ま

た製品や素材を所与のものと考えないため,顧客ニーズから望ましい製品を設計し,

その製品を実現する機能から,必要な変化や素材を考えることがで巷る｡基本変換で

は考え出すのが難しい抜本的な改善策を創出することが期待できる｡

間接事務作業の本質を情報の伝達･処理と仮定すれば,間接事務作業の｢製品｣に

該当するのは｢情報｣であり,それは｢情報項目｣という形で可視化される｡この情

報項目は,様々な情報媒体を受け皿にして,複数の作業主体間で受け渡しされる｡新

しい仕事の設計では,終わりの状態の｢製品｣を規定しそこから遡って｢製品を作り

出すために必要な機能は何か,素材(の情報項目)は何か｣という問いかけを行う｡

ここで最も重要なポイントは,作業プロセスではなく,仕事の｢製品｣ (の情報項目)

に着目することである｡これにより,現在の工程に縛られることのない抜本的な業務

設計が可能となる｡

3,分析･改善の7つのステップ

基本機能に必要となる｢素材｣を｢製品｣から全て想定することは容易ではない｡

また,現在の｢製品｣が望ましい賓になっているかどうかも検証が必要である｡可視

化されていない素材を発見する必要がある.本フレームワークでは,分析･改善の進

め方として,設計的アプローチと分析的アプローチを交互に行うスパイラル構造のア

プローチをとる.

本フレームワークは次の7つのステップから構成されるo図表2は, ｢情報項目変化

表｣のイメージ図であるo分析的アプローチは,ステップ(1) (2) (3) (7),設計

的アプローチは,ステップ(4) (5) (6)が相当する.
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】

(1)終わりの状態(製品)の情報項目と始めの状態(素材)の情報項目を洗い出
i

す｡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　'

第-に行うのが,検討初期段階で判明している碍報項目の洗い出しであるo始めの

状態の情報項目と,終わりの状態の情報項目を照合し,同内容の情報項目を抽出する｡

(2)両者の差分を把握し,いったん｢基本機能｣として仮定する｡

ステップ(1)の結果を受けて,両者の差異をいったん仮の基本機能とする｡変化

している情報項目と,変化していない情報項目を確認する｡

(3)製品を生み出すためにどのような変化が発生しているかを調べる｡

次に素材が製品に変わるために発生している変化を調べる｡奄記は媒体の差し替え
r

をおこなっているだけであり,付加価値を生まないムダな作業であり,分析の対象外

である｡

(4)製品が真に望ましい賓になっているかを確認する｡

ステップ(4)以降は設計的アプローチである.現在の製品が本当に望ましい姿に

なっているかどうかを問い直すことで,製品の再設計を行う｡製品の再翠計にあたっ

ては,それが顧客(情報の最終的な受け手)にとって必要か香か,という観点から終

わりの状態の製品(情報項目)を見直すo顧客にとって必要のない情報項目は削除し,

不足している情報項目を追加する｡

(5)製品を生み出すために真に必要な変化を考える｡

次に考えるのは,ステップ(4)で検討した｢製品｣が生まれるための必要最小限

の変化である｡

(6)製品を生み出す変化に不要な素材,不足する素材の洗い出しを行う｡

ステップ(5)で製品を生み出す変化を検討し,現状の素材と此戟するt=とにより,

必要な素材や不足している素材が明らかになるo r

(7)素材から製品までの情報項目の生成,加工を図示する｡

最後に, (4) (5) (6)の検討結果を情報項目変化表にまとめて図示する｡
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図表2　分析･改善の7つのステップ(情報項目変化表)

4.事例による検証

分析対象とした事例は国道の管理を担当する行政組織における道路工事管理業務で

ある｡道路工事管理業務においては,エ事業者から毎日,当日の工事状況と今後の工

事予定(工事箇所,時間帯,車線規制など)が報告され,それを基にした情報がドラ

イバーに提供される｡情報の伝達には,工事事務所の管理部門をはじめ数多くの主体

が関係し,システムへの入力,チェック,修正といった多様な作業が発生している｡

またドライバーへの情報提供手段も,ラジオで流される｢道路交通情報｣,道路に設

置された案内板に表示される｢情報板｣,地域の｢ミニFM｣,今後の工事予定を表示

する｢インターネット｣と多岐に渡るo情報システムやデータベ-スも複数あり,莱

務が複雑化し,担当者の負荷も過大となっている｡

本事例では,始めの時点を｢工事業者からの情報が到着した時点｣とし,終わりの

時点を｢ドライバーに情報を提供した時点｣と仮定して分析を行う｡

図表3は,本業務の｢始めの区切り｣におけるもの(素材)と, ｢終わりの区切り｣

におけるもの(製品)を表記している｡この間での｢必要不可欠な変化｣は｢ドライ

バーに工事予定を提供する｣である0
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本業務を先に示した｢基本変換｣のフレームワークで分析すると,次の図表4のよう

に整理される｡

必要不可欠な作業ステップ

図表4 :基本変換による分析例(道路交通情報の提供)

本事例での必要不可欠な作業ステップは, ①工事情報を収集する,

に入力する, ③提供情報を選択する, ④ドライバーに情報提供する,

そして,これらの必要不可欠な変化を生み出すために用いられている

記述されるo基本変換のフレームワークでは,さらに具体的な業務の

に,フロー図の作成が必要となるo　このように基本変換のフレームワ
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の作業工程の詳細な分析が必要となるため,その影響を受けることで,韓本的な新薬

義
務設計が行いにくくなることが懸念される｡

以下では, ｢基本機能｣のフレームワークに従って,本事例の分析を行け.

(1)終わりの状態(製品)の情報項目と始めの状態(素材)の情 目を洗い出

すo I

情報項目変化表では,左側に始めの状態での情報媒体と情報項目を,亨側に終わり

三≡……≡喜重器曇≡≡蓋三重琵≡三重
適合するものは27項目中24項目であることがわかる｡
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媒体 ��饑�ﾘ�m｢�劔剌﨣��目 僭ﾙ�ﾂ�

道路情報整理票 �%ｹ�ﾉkﾂ�剪�刄G串名 �;刋委�,ｨ�饑�5ｨ985��ｲ�

lエ畢 剽俣ﾒ弊寿:≡三や至≡ 剴�激N 劍4yTﾈ�8��� � 

茶番三. � ��刹K制区間. ����

蛋提携 � ��劍ｴｹ�y_ｸﾏﾂﾒ� � 

施工種 劔¥｢�劍ｴｹ�xｯｨｭH��� � 

占用許可番号 劔 劍､ｨ跖�{倬靼�ﾓﾓｨ����� � 

交通規制状況 劔劔���р������h��ｨ�Sﾒ� � 

茨速制限期.間㌍/: 劔=FE. ��4逢h-�ﾉnﾉMｨﾉ����+Rﾈ*(,(+ﾘ-ﾗ(ｮ馮ｸｴ��Eﾊ8,h+X,I�ﾉ.�+x.��製 亢ｹ�yyﾙu"� � 
規制前茸繰数 劔劍ｴｹ�x�饑��情幸良二振 � 

道路交通情報通朝 刋��ﾉkﾂ�劔僮S*%+ �7�6､dﾘｼr���

巨溝 俐��[ﾙL冢ﾈﾝ蔭h��7�7��劔儘磯h�8�?������X������+2� � 

替 ��劔亢ｹ�x露+tﾃ｣ﾙvﾘ蕀)｢� � 通殖理状況 劔剪Z面蘭始時刻㍗ ����

読 ��劔亢ｹ�y_ｸﾏﾂ粐�� � 

道路情報調査表 刋��ﾈ5(�ｸ6��劔 剪ﾊ報者..-: ����

路線名 劔劍�9�ﾘ鳧ﾘ�� � 

ヰ線 剌� ����亢ｹ�x�{倬靼�� � 

対象 剏h ����僥�?ｨ,ﾈ4x駟tﾉk2� � 
Jこじ解 剿ｼ ��劍ﾔ磯i>�vRﾒ褪� � 

地先 剿ｼ ����倬hｼh�)kﾂ�インターネットHP 
■遼回路■tD落穂=%=- 劔劔_ｸﾏﾈ������ｹﾘ����� � 

当日の工事実施 儘磯hｴﾈﾘhﾇ｢�劔剄H事予定箇所!:≡三三;室幸 ����

工事実施開始年 劔劍ﾔ磯i�xﾌ�ﾗ��ぴ�� ���靫��%�*ﾒ�ﾈ(鍈�ﾘ-�,ﾂ�og��ｨ�8/��B�･如申 主品)の 冒_とも-!■ 犬琴(., 情報葺 ヽ出す■ 傀��8奉�-ﾈ+b���褪��i��｢�
路線番号 劔劍4x駟>�vR�� 

lエ ��蕃 ���劍ﾔ磯imｩ4�� 

lエ ����兼覧 兢�� ��i�hﾝ�,ﾈ�饑�ﾘ�mｨ,R�儘磯h,ﾈﾄ冽�� 
≒≡肢 ��x��ﾘ7���2�劍ﾔ磯iuﾉ.�?ｨ鮑ｭB� 

≡餓 箔ｸﾇﾂ������ 剪� 

≡規 �2��方 �� 剪� 

親御 剿ﾇ ��剪� 

明l日の工事有無 劔剪� 

弓玉串内容.J無頼≦≡;二≒ 劔剪� 

次週の工事予定 舒仂iMHﾘb�劔� ����45 

路線名 劔剪� � 

‡事始点宰隼管 劔剪� � 

葱等終点..綿F=頑鞍 劔剪� � 

向 ��劔晶と適合 �.�.�,ﾂ�噸3��
忠_こ≡㌻:≡ 

臆茄寮 剴瀝 ����i�ｹV�,ﾈ�饑�ﾘ�mｨ,Y�b�俤�,i4ｸﾘx+x.�.��#B�#r��ﾆﾂ�
堅荘瀞 剩� 

lエ串 � 

1週日 凾詹､尊有, 剪���ll 

図表5 :情報項目変化表(ステップ1 ･2)

(2)両者の差分を把握し,いったん｢基本機能｣として仮定する｡

どのような差異があるかについては,この時点で詳細に分析,記述する はない｡

どの情報項目が変化していて,どの情報項目が変化していないかだけを確認する｡
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(3)製品を生み出すためにどのような変化が発生しているかを調べる｡

｢素材｣が｢製品｣に変化するためにどのような｢変化｣が生じているかを考える｡

(図表6)

はじめの状態(素材) � �*�.ﾘ.�,ﾈｷﾈﾊ)�B��ｹV鋳�

媒体l情報項目 劍�饑�ﾘ�m｢�媒体 

道路情報整理票 I 停Y�ﾉkﾂ�･韻蒜 コこ. ③:製品を生み出すため にどのような変化が発 生しているかを調べる 儘磯ikﾂ�道路交通情報センター 
工事箇所 剄H事箇所 ��

IJ_*% 刹K制区間 ��

工期 刹K制方向 ��

施工種別 刹K制期間 ��
占用許可番号 刳J始解了時刻 ��

委摘ま9.制状況 刮I回路 ��

卜交通制限期間 剋闡￥咯理由 ��

未見滞り肌早掃萱況 刹K制情報 綿�饑�L"�

道路交通情報通朝~ 刋��ﾃﾒ��4xｿ��畏b�ミ=FM局 

箇所 剄H事箇所 ��

工等名 刹K制延長 ��

交通処理状況 刹K制開始時刻 ��

交通制限期間 刹K制方向 ��

道路情報調査表 ��i�ﾈ5(�ｸ6���,ｩ_��"� 
路線名 剋�M時刻 ��

事績上下 刹K制終了時刻 ��

河^泉固iyT 剿ｾ日の工事有無 ��

工事名 剄H事内容 ��
"■▼ 剋幕ﾆ者名 �48985��ｸ6ﾈ6(6t���

迂回路の路線名 剳綷� ��

当日の工事実施 儘磯hｴﾈﾘiUﾂ�儘磯iuﾉ.�8�� 

工事実施開始年 剄H事制限 ��

路線番号 剄H事内容 ��

工等番号 剄H事目的 ��

工事場所 剄H事の費用 ��
毒8焦113正長 剄H事予定時間 ��

現型週担垂刻__ � ��

規音別万同 � ��

通報者 � ��

尊信8寺刻 � ��

規制終了時刻 � ��

明Efy)⊥申一日漂 � ��

⊥中l′ー廿 

次週の工事予定 舒仂iMHﾘb���"� 

路線名 � ��

工事始点 � ��

工事終点 � ��

方向 � ��

工事箇所 � ��

工等制限 � ��

工事内容 � ��

工事目的 � ��

エ事費用 � ��

1週間の工事有無 � ��

図表6 :情報項目変化表(ステップ3)

(4)製品が真に望ましい資になっているかを確認する｡

製品の再設計に当たっては,それが｢顧客(情報の最終的な受け手)にとって必要

か否か｣という観点から,終わりの状態の製品(-情報項目)を見直す｡顧客にとっ

て必要のない情報項目は製品(終わりの状態)から削除し,顧客にとって必要な情報

項目は追加する(図表7)｡本事例では,顧客であるドライバーにとって,真に必要

な情報は8つの情報項目にすぎないことがわかる｡

(5)製品を生み出すために真に必要な変化を考える｡

ステップ(4)で検討した｢製品｣が生まれるための必要最小限な変化を考える｡付

加価値を生まない変化や,単なる情報項目の受け渡しは含まない｡
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(6)製品を生み出す変化に不要な素材,不足する素材の洗い出しを行う｡

｢製品｣を生み出すために必要な素材と現状の素材との差異から,不足している素

材,必要のない素材を明らかにする｡本事例では, ｢ドライバーに必要な情報を提供

する｣という目的のためには,不要な素材が数多く存在することがわかる｡

はじめの状態(素材) � �*�.ﾘ.�,ﾈ�9�B��ｹV鋳貭�

媒体 ��亢xﾚ��m｢����9_�ﾘ�mｦﾂ�

道路情胡整理票 I 凅ﾙl洩ﾂ�./ 冰2� 凩�� 鋳闔ｨ�2ﾘ���ﾂ����ﾂ�

工事名 凵ﾟ ��方 ��一つ 

工期 刹K ��区 處sﾙ=I��;h隧_9;iGﾒ� 售��ﾂ粐�+��ヽ 

施工種別 凵ﾟ ��拝琵 丼x鳬Uｨ����� 哦�7H��ﾘｷﾂ�■.■■■■ 

占用許可番号 儷ﾈﾇyV��E･2�洩 ��# 冉Ii靼碓���?�ﾒ�� 冽h,��饑�,ﾓ��
父 � ����つの情報項 ヽ 
交通制限期間 �,ﾈﾇh蠅�迂 弌�р���

鯛#ll前重油蜘 侏��ｬ"陶�ｹV�/��h-ﾘ�+x+ﾒ�-�,���,儺ｹwh,噂�ｲ�ﾖﾈ*h.��x陶�ｹV�/��h-ﾘ�+y¥�ｲ�,儻9wh,瓜痛W9�ｸ+x.���hﾝ�,ﾉ�H*(�+X/�ﾗ8*B��g(6�8�486��ｸ,儺ｹwh,��饑�/�/�ｹ��+x.�8,h*(*Imｩ4�,ﾈ+ﾘ-�,�,ﾚIW9wh,���hﾝ�*ｩ�I�ﾘ*ﾙ�hﾝﾘ+x.��ｲ�規静 剽摎R 
道路交通情報通朝 一 】 l l 俛���%U������亢ｹ�2���饑����"���耳���

箇所 剄H事番号 劔 � 

工事名 剄H事箇所 劔l 

) � � � �8�ｸ鄕*ｩ��,��eﾘ-ﾈ+X*(��,��,�,�,H*(.�*�/��ｦﾙDh+x.��
交通制限期間 刹K瀞 刳J始時刻 � 

道路情報調査表 刋��ﾈ5(�ｸ6��亢ｹ�y_ｸﾏﾂ�剪�
羅各島崇名 剪ﾊ等艮者 劔 

_単組上rド 剋�M時刻 劔 

河家ー司fyT 刹K制終了時刻 劔 

工事名 剿ｾ日の工事有無 劔 

L地虚名- 剄H事内容 劔 

同..-;,A.--i.6=.空 剋幕ﾆ者名 劔 

当日のエ事案施 儘磯hｴﾈﾘiUﾂ�兩ｸﾏﾂ�剪���

工事実施開始年 剄H事予定箇所 劔 

路線番号 剄H事制限 劔 

工事番号 剄H事内容 劔 

工事場所 剄H事目的 劔 

規制延長 刄G事の費用 劔 

壬9億)l問禍日等玄ll 剄H事予定時間 劔 

規制方向 剄H事目的 劔 

通租者 剄H事の費用 劔 

受信時刻 剄H事予定時間 劔 

規制亨際∫t時刻 � 劔 

明日の工事有無 � 劔 

エ苓内容 � 劔 

次廻lの工事予定 舒仂iMHﾘb���剪�

路線名 � 劔 

工事始点 � 劔 

エ事終点 � 劔 

方向 � 劔 

工事箇所 � 劔 

工事制限 � 劔 

工事内容 � 劔 

工事員的 � 劔 

工事費用 � 劔 

1週間の工事有無 � 劔 

図表7:情報項目変化蓑(ステップ4･5･6)

(7)素材から製品までの情報項目の生成,加工を図示する｡

最後にステップ(4)-(6)の検討結果を, ｢情報項目変化表｣に図示する(図表8)0

情報の変化は下記の4つの用語を使用して記述する｡

(a)所有:情報がすでに生成済みで,主体によって保存されている

(也)生成:情報が新たに生成された

(C)加工:情報に変化が生じている

(a)参照:顧客(情報の最終的な受け手)に情報提供

上記の4つのうち, ｢所有｣と｢参照｣は情報の静的な状態, ｢生成｣ ｢加工｣は動

的な状態を表している｡ ｢加工｣は情報が変化することで付加価値が生じていること
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を意味する｡情報の抽出や計算,選択,判断などがこれに含まれるが,療体を移し替

えただけの｢載記｣は付加価値を生んでおらず, ｢加工｣には含まれない｡情報の変

化を4つのみで表記することで,具体的な仕事の仕組みをシンプルに考えることを目

的としている｡

図表8は, ｢ドライバーに本日の工事予定を提供する｣ことを目的とした｢情報項
】

目変化表｣の最終形であり,情報項臥媒体,主体の見直しを行ってい考｡当初の情
戸

報項目変化衰(図表5)よりも大幅に簡素化されていることがわかる｡　■

はじめの状態(素材) 劍益�ﾂ��*�.ﾘ.�,ﾈ�9�B��ｹV鋳�

媒体 册蔭ﾘﾚ��m｢��4x馼ｼh�&ﾈﾔ磯hｬyyﾘ攜ﾈ�饑�5h5�6X8�ﾈ�9YHｬyyﾘｴ�ｭh6�8�486��ｲ���饑�ﾘ��2� 僭ﾙ�ﾂ�

携帯端末(事前) 刋��ﾉkﾂ���i�ﾃ�/�ｹ��刋��ﾉkﾆﾂ�儺ﾈﾝｨ�饑�%ｹib�
工事箇所 剞ｶ成■提供 剄H事箇所t 

交通規制状況 剞ｶ成 �����ﾔ���/�ｹ��車線数l 

規制前車線数 剞ｶ成 

畢線上下 剞ｶ成■提供 刹K制方向 ��

対象箇所 剞ｶ成■提供 刹K制区間 ��

迂回路の路線名 �)---------->提供 刮I回路 ��

携帯端末(当日) 亢ｹ�x､ｨ跖鳧ﾘ����i�ﾂﾘ��/�ｹ��亢ｹ�x､ｨ跖鳧ﾘ��
規制終了時刻 剞ｶ成一,提供 刹K制終了時刻 

情報システム 俟��ﾉkﾂ�傀ｩtﾃｲ��� ��

工事箇所 剌蒲L; � �� 

迂回路の路線名 剌蒲L一一一一一一一一一一一 � � 

⑦:素材から製品ま での情報項目の生 成､加工を図示する � 

図表8 :情報項目変化表(ステップ7)

この情報項目変化表では,その業務の目的が変われば,顧客に提供する製品の情報

項目が変化する｡例えば,工事目的を｢明日の工事予定も提供する｣ことに拡張した
●

情報項目変化表は図表9のようになるo　このように目的が変わればそれ結伴い情報項

目も増加する｡

はじめの状態(素材) 剋蜻ﾌ �*�.ﾘ.�,ﾈ�9�B��ｹV鋳�

媒体 ��饑�ﾘ�m｢�エ事業者l工事管理課I情報システムl上部管理機関ドライバー ��饑�ﾘ�m｣��媒体 
携帯端末(事前) 刋��ﾉkﾂ�生成>提供 刋��ﾉkﾂ�車載情報端末 ) 
工事箇所 ��i�ﾃ�/�ｹ��工事箇所 

交通規制状況 ��i�ﾈ�ｳﾓﾓﾓﾓﾓﾙ7��ﾔ�/�ｹ��車線数 
規制前車線数 ��i�ﾅ���2� 

車線上下 ��i�ﾈ�ｹ/�ｹ��規制方向 
対象箇所 ��i�ﾄﾇ)/�ｹ��規制区間 
迂回路の路線名 辻ﾒﾒﾒﾒﾒﾒﾒﾓ��仍��迂回路 

携帯端末(当日) 亢ｹ�x､ｨ跖鳧ﾘ��生成'>提供 亢ｹ�x､ｨ跖鳧ﾘ��
規制終了時刻 ��i�ﾂs�/�ｹ��規制終了時刻 
覗_日功工等有無 ��i�ﾂ馴/�ｹ��明日の工事有無 
規制開始時如く萌 ��i�ﾈ�ｸ��/�ｹ��規制開始時剥く明日 
規制終了時刻(明~ 鳴��i�ﾃ�/�ｹ��規制終了時刻(明白) 

情報システム 刋��ﾉkﾂ�所有; �� 
工事箇所 傀ｩtﾃ｢� ��

迂回路の路繰名 傀ｩtﾂﾘ耳耳耳爾ﾒﾒﾒﾔ�� ��

図表9 :情報項目変化表(ステップ7 :目的の拡張)
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また,顧客である情報の提供先が増えれば,その目的も変化し,提供

わることを意味している｡道路工事情報を他の業務,例えば予算管理業務に利用する

場合などには,提供先は予算管理部門となり,情報項目は変化するこ

5.有効性の検証

情報項目の流れを｢情報項目フロー図｣に図示することで次のことが明

(1)使用されていない情報項目がわかる｡

不要な情報の存在は,業務分析を複雑にし,′　そ

不要な情報項目を排除し,素材の見直しを行うことで,スリム

くなる｡

(2)不足している情報項目がわかる｡

情報項目変化表を使用することで,製品の生成には必要だが,不足し

目を発見できる｡
■

(3)不可視媒体(記憶,ノウハウなど)の存在がわかる｡

らかになる｡

いる情報項

不可視媒体の情報を無視して新業務設計を行うと･実態と適合せず,琴多くの例外

処理が発生する｡担当者の個人ノートや,人間の｢記憶｣の中にある情報が仕事で使

用されている場合は数多くあるoこうした情報を無視して新業務設計を轟うと,実態
]

と適合せず,数多くの例外処理が残ることになる｡不可視媒体の存在

によって,判断業務など複雑な仕事を簡素化することにつながる｡

(4)基本機能は何かを考えることで,現状の仕事のやり方に左右…J*
設計で尊る｡

現状作業を細かく分析していくと,現行の業務のやり方の影響を強く

な改善案を考えることが難しくなるo特にフロー図による分析では時間

けやすいo　この場合,作業の主体,作業の順番,使用する媒体などが固

範囲で改善案を考えることにな7'てしまうo基本機能を最もシンプルに

のやり方を考えるには,この時間軸の制約からの解放が重要となる｡情

を使えば,現状の業務プロセスを時間軸の中での変化のプロセスとして

ないため,作業の主体や順番が制約とならず, -からの設計が可能とな

り,従来必要不可欠と考えていた作業ステップにも不要なものが存在す

るようになる｡抜本的でスリムな仕事の設計が可能となる｡

(5)情報の所有者が確認できもo

情報の所有者とは,情報の所帯生成,加工,参照に関わる主体であ

定されず,情報システムも主体として考える｡情報の所有者がわかるこ
I

の集約などの抜本的な業務改善案につながる｡

萱
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情報項目に着日

(6)情報の重複した所在が

重複した情報の所在がわか

以上を鷹まえ,基本機能の堪

る｡

る｡

とで,そ

基本変

攻等フレームワーク

らの集約による業務攻薯が可能となる｡

との対比でまとめたもの 0であ

1 冤 劔I 

=鼎_一二p=.i 刄�ヒ: ��

定義 ��hﾝ�*�.y�ｹV��,ﾉ¥�ｹ��の必矧卜限 l l l 劔�ｹV�/��h-ﾘ�+x+ﾘ-��Tｹwh,斡�Eﾂ�こ最小限 

前提 白��hﾝ�,i�ｹV�/�T��l 一体的に特 � 白��ｹV�,ﾙ<�.�+8.ｨ,H*(.�*ｪI�hﾝ��
･川 ��� 凾ﾍその役割のみを特衰 

分析の対象物 兒壱�4�,謁襭�鳴�控その変吋 � ��饑�/�ﾋ�ﾋｸ嶌+X+�����匪項目" 

問題の発見 ��hﾝ�,i�ｹV�,br�差に注目し通 �.ヽ 白���,儺ｹwh,h,�.��ｹV��ヽら､素材 

要最小限の変 �7�,hﾋｸ�8/��6B�ﾂ�戟 凾ﾆ変化を考える 

改善案 ��hﾝ�,i�ｸｧh4ﾂ�8�,萎ﾈｼh5畏jB�ﾂ�差を埋める プを考える 白� ���,儺ｹwh,h,�.��ｹV處ﾒ�,i¥�ｸ/�ﾖﾈ*h.���h跖-�,h�.ﾘ.�,ﾈｾh��,ﾘﾌY.�,X,ﾘ,�*"�I 
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6.研究の意義

本研究の意義は次の4つであ周は考えられる.

実現で書る方法を提示したo i

(2) ｢情報項目変化表｣とり

した｡　　　　　　‡

間接事務作業の分析･改善の
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して, ｢情報項目変化表｣を提過し
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表にまとめることで,従来バラ
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されていない情報も存在す融

香,一連の作業で行えるよう

(3)時間軸からの解放によ

フロー図を中心とした業務

本フレームワークでは,途中

な業務分析,業務設計が可能
【

(4)不可視媒体など暗琴知

間接事務作業の本質は情報

行うには大変重要となる｡

ブローチを提案したo

以上4点で,本研究は摺

る｡

7.今後の研究課題

本研究ではオペレーション

戦略との関連については枚討
nBを上位概念としたオベレー

アプローチとしては次の3つ碍

(》戦略段階:サービスレべ

基本機能の決定に際して

設定する.サービスレベル

質のことを言う｡本研究

提供する仕事であり,そ

②オペレーション段階Ⅰ :

製品の品質の評価は,

満足度で測定する｡

⑨オペレーション段階II

間接業務においてば, ｢翠

的な対応で顧客に要求に応

なくない｡これは例外処理

雑北からくる情報システム

を実現するためにかかるコ

本研究では,一つの事例

を証明するため,さらなる
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業務設計｡
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存在した｡
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つ役割へ
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帳票など媒体などに苧って可視化
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ら具体的な改善案追っなげるア

･改善において新しい視点

ンの分析･改善

､ないo今巌の
l
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を対象としており,よ
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上位の嬢営
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情報項目

定である｡

最後に,本論文を執筆す

宏和教授にこの場を借りて

参考文献

[1]･中村蕃太郎: ｢新技稀改善

[2]河野宏和,山下裕文,石田

分析及び改善フレームワ一㌢

[3]河野宏和,山下裕丈,境垣妻
l

と設計｣,寮営情報学会2坤1

[4]山下裕丈: ｢情報項目に著巨

[還慧慧諾璃
[6]藤田彰久, ｢新版IEの基礎｣,1

た間接事務作業の分析･攻書フレームワ-ク

たり貴重な･ご助言をいただいた慶腰義

し上げたい1.

こと分析｣,田本能率協会マネジメントセンタ

大学の河野

1992年

｢作業ステップの階層性に着目した間接事務作業の

｣,経営情報学会会誌, γol.15 No.4

I田正孝,坂爪裕: ｢業務プロセス改善におけ

国大会予稿集, p380-383

間接事務作業の分析･敏幸プレ-ムワーク｣,
I

76

l丸善1981年

情報流の分析

経常情報学会

1979年, pp347


